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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、日本における二輪業界の歴史的分析を通して、商業経済論の理論的枠組みを問い直そうとしたも
のである。直接的な課題は、圧倒的な国際競争力をもつ生産に対して脆弱な末端小売業が存続し続けたのはな
ぜかを問うことにおきながら、より根本的には商業経済論のマクロ的枠組みに対して、企業行動というミクロ
的視点から商業を位置づけ、再構成する枠組みの構築に向けられる。 
 この論文全体を通して強調されるのは、生産と商業との基本的関係であり、商業の役割である。従来の理論
はしばしば両者の対立を強調してきたが、しかし実際には両者は相互に合理的根拠となり、補完し合う関係に
あるのではないか。それが本論文を貫くキーワードの１つとなる「双対性」とよばれる（序章）。 
 この双対性は需要の不確定性が確認される中で決定的に重要になる。商業は確定した需要に商品を供給する
のではなく、不確定な需要を確定化し、創造する。この需要の不確定性は本書を貫くもう１つのキーワードで
ある。ブランド力は安定した販路によって強化されるが、系列化された販路は絶えざる製品革新によってのみ
維持される。その製品革新競争が製品の同質化を伴いながら展開されることによって流通段階に過剰在庫が発
生し、それが流通系列化を破綻に導き、開放的な販路を生み出すことが第１章で理論的に示される。 
 この第１章で示された理論枠組みを、二輪業界の歴史を通して実証的に示すのが第２章から第５章である。
ここでは既存資料と厖大なヒアリングをもとに、二輪業界の誕生経緯から商業がメーカーによって創出され、
その販路体制がメーカーに大量生産の根拠を与える一方で、その商業がメーカーの製品開発を制約することに
よって「原付王国」といわれる日本の二輪産業が確立されたことが示される（第２・３章）。さらに、1980年
代に突出的に発生したホンダとヤマハとの間の激しい価格切り下げ競争（HY戦争）が、自己言及的量産体制の
突出的形態として分析される（第４章）。その上で、レッドバロンがロードサービス・ネットワークを敷設する
ことによって、二輪を自転車代替品から開放し、商品特性を再定義し、自律的商業として成長する過程が分析
される（第５章）。以上の分析結果を改めて理論に照射させながら、従来強調された生産と商業との対立は、必
然であるというよりも健全な相補的関係の一局面であることが強調される（第６章）。最後に、結章では今後の
研究展望が述べられている。 
 本論文自身が野心的な意図をもった厖大な研究であり、理論的にも実証的にも、研究水準を大きく前進させ
たと認められる。特に評価できるのは以下の２点である。 
①既存研究を徹底的に渉猟する中で、それをより動態的な理論とするための理論枠組みを提示した。そのため
に社会学を含む関連分野の研究にも広く触れ、最新の科学方法論をもって商業論を再構成しようとした。提
示された枠組みは、従来のマクロ的視点にかわって商業者を内に取り込んだミクロ的視点からの動態論を志
向するものとなっている。特に、生産と商業の双対性と相補性、需要の不確定性、再帰性は、従来の演繹的
理論体系を再構築する上でのキーワードとなっている。 
②徹底した現場のヒアリングを通して、従来ほとんど手つかずの状態にあった二輪業界を、特に流通チャネル
との関連で分析することによって、生産と流通が相補的に関連するという、自らが設定した理論枠組みを具
体的に実証した。 
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本論文は表現上の難解さは否めないものの、理論、実証の両面における貢献は極めて大きく、審査委員会は
全員一致で、本論文が博士（商学）に値するものと判断した。 
